
​公表：令和8年3月29日​

​令和7年度　​​事業所向け​​　放課後等デイサービス自己評価表　集計​
​（アンケート実施期間：令和8年3月19日～令和8年3月25日）​

​事業所名:GRIT越谷教室​
​(対象期間：令和7年4月~令和8年3月)​



​チェック項目​ ​はい​

​どい​
​ちえ​
​らな​
​とい​
​も　​

​いい​
​え​ ​工夫している点​

​課題や改善すべき点​
​を踏まえた改善内容​

​又は改善目標​

​環​
​境​
​・​
​体​
​制​
​整​
​備​

​①​
​利用定員が指導訓練室等​
​スペースとの関係で適切​
​であるか​

​〇​ ​法令を遵守してい​
​る。​ ​今後も継続する。​

​②​ ​職員の配置数は適切であ​
​るか​ ​〇​

​利⽤者の⼈数によっ​
​て、職員の配置数を​
​考えている。​

​利⽤者に職員配置が​
​⼗分であるように⽉​
​のシフトが調整され​
​ている。​

​今後も継続する。​

​③​

​事業所の設備等は、ス​
​ロープや手すりの設置な​
​どバリアフリー化の配慮​
​が適切になされているか​

​〇​

​エレベーターが無い​
​ため、階段下にイン​
​ターホンを設置し、​
​階段の上り下りの補​
​助を迅速に行えるよ​
​うにしている。​

​教室が2階にあるが​
​エレベーターがな​
​い。階段での上り下​
​りとなり、利用者に​
​よっては不便な面が​
​あると思うので、職​
​員が介助や見守りを​
​行う。​

​業​
​務​
​改​
​善​

​④​

​業務改善を進めるための​
​PDCA サイクル(目標設​
​定と振り返り)に、広く​
​職員が参画しているか​

​〇​

​⽇々の指導の振り返​
​りを⾏って、専用シ​
​ステムにその結果を​
​⼊⼒し、職員間で共​
​有できるようにして​
​いる。​

​今後も継続する。​

​⑤​

​保護者等向け評価表を活​
​用する等によりアンケー​
​ト調査を実施して保護者​
​等の意向等を把握し、業​
​務改善につなげているか​

​〇​

​保護者の皆様に事業​
​所評価アンケートの​
​ご協力をいただき、​
​業務の改善に努めて​
​いる。​

​今後も継続する。​

​⑥​

​この自己評価の結果を、​
​事業所の会報やホーム​
​ページ等で公開している​
​か​

​〇​
​事業所ホームページ​
​に結果を公表してい​
​る。​

​今後も継続する。​

​⑦​
​第三者による外部評価を​
​行い、評価結果を業務改​
​善につなげているか​

​〇​

​株式会社シーサポー​
​トによる第三者評価​
​を受けている。結果​
​を業務改善につなげ​
​ていく。​

​今後も継続する。​

​⑧​
​職員の資質を向上を行う​
​ために、研修の機会を確​
​保しているか​

​〇​
​年間計画に沿って社​
​内研修を実施してい​
​る。​

​今後も継続する。​



​適​
​切​
​な​
​支​
​援​
​の​
​提​
​供​

​⑨​

​アセスメントを適切に行​
​い、子どもと保護者の​
​ニーズや課題を客観的に​
​分析した上で、放課後等​
​デイサービス計画を作成​
​しているか​

​〇​

​日々の活動報告や職​
​員間の会議、保護者​
​面談の内容などを踏​
​まえ、モニタリン​
​グ・個別支援計画書​
​を作成している。​

​今後も継続する。​

​⑩​

​子どもの適応行動の状況​
​を図るために、標準化さ​
​れたアセスメントツール​
​を使用しているか​

​〇​
​事業所内で統一した​
​アセスメントシート​
​を使用している。​

​今後も継続する。​

​⑪​ ​活動プログラムの立案を​
​チームで行っているか​ ​〇​

​できるだけチーム全​
​体で統一したプログ​
​ラムを立案・実施で​
​きるよう、チャット​
​上での情報交換を​
​行っている。​

​利用回数が少ない利​
​用者については、担​
​当したことのある職​
​員が限られるため、​
​チームでの立案が難​
​しい。共有チャット​
​などを活用し、情報​
​共有を図っていく。​

​⑫​
​活動プログラムが固定化​
​されないよう工夫してい​
​るか​

​〇​

​お子さまの特性や課​
​題に応じた内容を​
​日々検討し、興味関​
​心を持って取り組め​
​る活動を提供できる​
​ように努めている。​

​全体活動の内容につ​
​いてアイデアを出​
​し、種類を増やして​
​いく。​
​利用者の意向になる​
​べく寄り添う形を​
​取っているため、活​
​動内容が固定化しや​
​すい傾向があるが、​
​その中でも新しい活​
​動を少しずつ取り入​
​れられるよう声掛け​
​をする。​

​⑬​

​平日、休日、長期休暇に​
​応じて、課題をきめ細や​
​かに設定して支援してい​
​るか​

​〇​

​ご家庭や学校での様​
​子を踏まえ、平日、​
​休日、長期休暇の活​
​動内容を設定し支援​
​を行っている。​

​今後も継続する。​

​⑭​

​子どもの状況に応じて、​
​個別活動と集団活動を適​
​宜組み合わせて放課後等​
​デイサービス計画を作成​
​しているか​

​〇​

​個別支援計画書を基​
​に活動内容を検討​
​し、設定した目標に​
​沿って支援を行って​
​いる。​

​集団への参加に抵抗​
​があるお子さまは、​
​信頼関係を構築した​
​職員が間に入ること​
​で、少しずつ集団へ​
​の参加ができるよう​
​に促していく。​

​⑮​

​支援開始前には職員間で​
​必ず打ち合わせをし、そ​
​の日行われる支援の内容​
​や役割分担について確認​
​しているか​

​〇​

​サービス提供時間前​
​に、当日の職員の役​
​割や動きを相互確認​
​し共有を行ってい​
​る。​

​今後も継続する。​



​⑯​

​支援終了後には、職員間​
​で必ず打ち合わせをし、​
​その日行われた支援の振​
​り返りを行い、気付いた​
​点等を共有しているか​

​〇​

​サービス提供時間終​
​了後に、職員間で当​
​日の提供内容を振り​
​返り情報共有を行っ​
​ている。​

​多忙な日は、打合せ​
​の時間が取れず、情​
​報共有が遅れること​
​があるので、その日​
​の内に情報共有を図​
​るよう徹底する。​

​⑰​

​日々の支援に関して正し​
​く記録をとることを徹底​
​し、支援の検証・改善に​
​つなげているか​

​〇​

​利用毎に活動記録を​
​入力・保存してい​
​る。それを基に次回​
​以降の支援の方法を​
​検討している。​

​今後も継続する。​

​⑱​

​定期的にモニタリングを​
​行い、放課後等デイサー​
​ビス計画の見直しの必要​
​性を判断しているか​

​〇​

​半年に１回を目安に​
​実施している。その​
​際に個別支援計画を​
​作成している。​

​今後も継続する。​

​⑲​
​ガイドラインの総則の基​
​本活動を複数組み合わせ​
​て支援を行っているか​

​〇​

​将来的に自立した生​
​活を送るための手助​
​けとなるよう、特性​
​を踏まえた学習支援​
​を行っている。ま​
​た、創作活動により​
​豊かな発想力を育​
​み、他者との関わり​
​の中では、自己表現​
​とコミュニケーショ​
​ン能力の向上を図っ​
​ている。​

​今後も継続する。​

​関​
​係​
​機​
​関​
​や​
​保​
​護​
​者​
​と​
​の​
​連​
​携​
​関​
​係​
​機​
​関​
​や​
​保​
​護​
​者​
​と​
​の​
​連​
​携​

​⑳​

​障害児相談支援事業所の​
​サービス担当者会議にそ​
​の子どもの状況に精通し​
​た最もふさわしい者が参​
​画しているか​

​〇​

​児童発達支援管理責​
​任者および支援を担​
​当するスタッフが参​
​画している。​

​今後も継続する。​

​㉑​

​学校との情報共有（年間​
​計画・行事予定等の交​
​換、子どもの下校時刻の​
​確認等）、連絡調整（送​
​迎時の対応、トラブル発​
​生時の連絡）を適切に​
​行っているか​

​〇​

​保護者様やお子さま​
​を通して年間行事等​
​の情報共有を図って​
​いる。​

​保護者様のご要望お​
​よびお子さまの状況​
​に応じた対応ができ​
​るように、必要な連​
​携を取っていく。​

​㉒​

​医療的ケアが必要な子ど​
​もを受け入れる場合は、​
​子どもの主治医等と連絡​
​体制を整えているか​

​〇​ ​該当するお子さまの​
​利用無し。​

​必要に応じて、ご利​
​用されるお子さまの​
​主治医、保護者様と​
​相談し、体制を整え​
​ていく。​

​㉓​

​就学前に利用していた保​
​育所や幼稚園、認定こど​
​も園、児童発達支援事業​
​所等との間で情報共有と​
​相互理解に努めているか​

​〇​

​児童発達支援事業所​
​との間で、お子さま​
​の状況や支援内容に​
​ついて、情報共有を​
​図っている。​

​今後はより多くの園​
​や事業所と連携して​
​いく。また、他の施​
​設の状況等の把握に​
​努め、支援内容の認​
​識にズレが生じない​
​ようにしていく。​



​㉔​

​学校を卒業し、放課後等​
​デイサービス事業所から​
​障害福祉サービス事業所​
​等へ移行する場合、それ​
​までの支援内容等の情報​
​を提供する等しているか​

​〇​
​サービス担当者会議​
​において、情報共有​
​を図っている。​

​利用されるお子さま​
​の状況（必要性）に​
​応じて、連携を取っ​
​ていく。​

​㉕​

​児童発達支援センターや​
​発達障害者支援センター​
​等の専門機関と連携し、​
​助言や研修を受けている​
​か​

​〇​
​研修日程に合わせて​
​参加し、日々の支援​
​に繋げている。​

​今後も継続する。​

​㉖​

​放課後児童クラブや児童​
​館との交流や、障害のな​
​い子どもと活動する機会​
​があるか​

​〇​

​現在、活動内容に外​
​出の機会を設けてい​
​ないので交流が無い​
​が、今後少しずつ機​
​会を増やせるよう検​
​討を行う。​

​㉗​
​（地域自立支援）協議会​
​等へ積極的に参加してい​
​るか​

​〇​

​自立支援協議会には​
​参加できていないも​
​のの、協議会が開催​
​している虐待防止研​
​修等に職員が参加し​
​ている。​

​今後も積極的に参加​
​できるよう努めてい​
​く。​

​㉘​

​日頃から子どもの状況を​
​保護者と伝え合い、子ど​
​もの発達の状況や課題に​
​ついて共通理解を持って​
​いるか​

​〇​

​送迎時やご利用後に​
​その日の活動報告を​
​口頭で簡潔に伝え、​
​専用システムで詳細​
​を報告している。ま​
​た、保護者様からの​
​ご相談は、LINE等​
​を活用している。​

​今後も継続する。​

​㉙​

​保護者の対応力の向上を​
​図る観点から、保護者に​
​対してペアレント・ト​
​レーニング等の支援を​
​行っているか​

​〇​

​面談時やお迎え時の​
​フィードバックの際​
​に適宜支援方法につ​
​いてのアドバイスを​
​行っている。​

​ご相談に対するアド​
​バイスに加え、特性​
​に応じたペアレント​
​トレーニングを実施​
​していく。​

​保​
​護​
​者​
​へ​
​の​
​説​
​明​
​責​
​任​
​等​

​㉚​
​運営規程、支援の内容、​
​利用者負担等について丁​
​寧な説明を行っているか​

​〇​

​ご契約の際にご説明​
​している。また、教​
​室内にも掲示をして​
​いる。​

​今後も継続する。​

​㉛​

​保護者からの子育ての悩​
​み等に対する相談に適切​
​に応じ、必要な助言と支​
​援を行っているか​

​〇​

​日々のご相談や定期​
​面談の際に、お困り​
​ごと等に対して助言​
​や支援を行ってい​
​る。​

​今後も継続し、いつ​
​でもご相談いただけ​
​るような雰囲気や態​
​勢を整えていく。​

​㉜​

​父母の会の活動を支援し​
​たり、保護者会等を開催​
​する等により、保護者同​
​士の連携を支援している​
​か​

​〇​

​保護者会は実施でき​
​ていない。必要とし​
​ていない保護者もい​
​るため、要望等が​
​あった場合には、機​
​関の紹介などを行っ​
​ていく。​



​㉝​

​子どもや保護者からの苦​
​情について、対応の体制​
​を整備するとともに、子​
​どもや保護者に周知し、​
​苦情があった場合に迅速​
​かつ適切に対応している​
​か​

​〇​

​苦情があった際には​
​すぐに責任者に報告​
​し、社内のフローに​
​従って迅速かつ適切​
​に対応をしている。​

​今後も継続する。​

​㉞​

​定期的に会報等を発行​
​し、活動概要や行事予​
​定、連絡体制等の情報を​
​子どもや保護者に対して​
​発信しているか​

​〇​

​事業所ホームページ​
​のブログや毎月のお​
​便りにて活動の様子​
​を報告している。​

​今後も継続する。。​

​㉟​ ​個人情報に十分注意して​
​いるか​ ​〇​

​個人情報書類は、鍵​
​付き棚で保管してい​
​る。また、教室内の​
​全PCにはパスワー​
​ドを設定している。​

​今後も継続する。​

​㊱​

​障害のある子どもや保護​
​者との意思の疎通や情報​
​伝達のための配慮をして​
​いるか​

​〇​

​お子さまの特性に合​
​わせた情報伝達手段​
​を使用するようにし​
​ている。​

​今後も継続する。​

​㊲​

​事業所の行事に地域住民​
​を招待する等地域に開か​
​れた事業運営を図ってい​
​るか​

​〇​
​今後、保護者のご意​
​見・ご要望を踏まえ​
​検討していく。​

​非​
​常​
​時​
​等​
​の​
​対​
​応​

​㊳​

​緊急時対応マニュアル、​
​防犯マニュアル、感染症​
​対応マニュアルを策定​
​し、職員や保護者に周知​
​しているか​

​〇​

​事業所内でそれぞれ​
​のマニュアルを策定​
​し職員間で共有して​
​いる。​

​保護者への周知が徹​
​底できていないの​
​で、毎月のお便り等​
​で案内し、周知に注​
​力していく。​

​㊴​

​非常災害の発生に備え、​
​定期的に避難、救出その​
​他必要な訓練を行ってい​
​るか​

​〇​ ​年2回、避難訓練を​
​実施している。​

​避難訓練は職員のみ​
​で実施している。利​
​用者の利用時間が​
​様々であるため、全​
​体で実施することが​
​難しいが、今後は利​
​用者個々に避難方法​
​を伝えるなどして対​
​応していく。​

​㊵​

​虐待を防止するために、​
​職員の研修機会を確保す​
​る等、適切な対応をして​
​いるか​

​〇​
​事業所内でマニュア​
​ルを作成し、研修を​
​行っている。​

​今後も継続する。​

​㊶​

​どのような場合にやむを​
​得ず身体拘束を行うかに​
​ついて、組織的に決定を​
​し、子どもや保護者に事​
​前に十分に説明し了解を​
​得た上で、放課後等デイ​
​サービス計画に記載して​
​いるか​

​〇​

​利用者が安全に教室​
​をご利用いただける​
​よう、事業所が作成​
​したマニュアルで対​
​応方法を定めてい​
​る。​

​今後も継続する。​



​㊷​

​食物アレルギーのある子​
​どもについて、医師の指​
​示書に基づく対応がされ​
​ているか​

​〇​ ​※食事・おやつの提​
​供を行っていない。​

​今後も提供を行う予​
​定は無い。​

​㊸​
​ヒヤリハット事例集を作​
​成して事業所内で共有し​
​ているか​

​〇​

​ヒヤリハット事例が​
​発生した際は、報告​
​書を作成し、職員間​
​で共有を行ってい​
​る。同様の事象が発​
​生しないよう、定期​
​的な研修で再共有し​
​ている。​

​今後も継続する。​

​上記「事業所向け放課後等デイサービス自己評価　集計（公表）」は事業所全体で行った自​
​己評価です。​



​公表：令和8年3月29日​

​令和7年度　​​保護者等向け​​　放課後等デイサービス自己評価表　集計​
​（アンケート実施期間：令和8年3月19日～令和8年3月25日）​

​事業所名:GRIT越谷教室​
​(対象期間：令和7年4月~令和8年3月)​



​ご要望等​ ​土日等の利用者が多い日はゲームをするスペースをもう少し広くする又は面談室にスペースを​
​設ける事を検討して欲しい。​

​事業所からの回答​ ​ご指摘の通り、利用者が多い日にはスペースが手狭になる場面があります。施設全体のバランス​
​を考慮しながら、スペース確保について検討し、より良い環境づくりに努めてまいります。​

​ご要望等​ ​専門性については療育という観点からだと、何をもってという部分が分からず、一生懸命向き​
​合っていただいているとは認識しております。​

​事業所からの回答​ ​専門性に基づく支援内容や考え方について、より分かりやすくお伝えしていく必要があると感​
​じております。今後もGRITだより等で情報発信の充実に努めてまいります。​

​ご要望等​ ​入口階段が転倒しそうで怖いです。​

​事業所からの回答​ ​ドアの開閉に注意し、安全に配慮しながら、お子さまの介助・見守りを行っていきます。​



​ご要望等​ ​どういう療育を取り入れる方策がベストか、提案もあると嬉しいです。​

​事業所からの回答​ ​活動内容の見える化を促進し、保護者様への具体的な情報共有を図っていきます。​

​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​

​ご要望等​ ​特に必要ない。​
​交流は特に求めていないです。​

​事業所からの回答​ ​保護者様の多様なニーズを踏まえ、他施設との交流機会の検討を行っていきます。​



​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​

​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​

​ご要望等​ ​助言の部分は会話を通してで構わないので、もっとあると嬉しいです。​

​事業所からの回答​ ​送迎時や日々のやり取りの中で、「どのような意図で関わったか」「ご家庭でも取り入れやす​
​い関わり方の工夫」等について、できるだけ分かりやすくお伝えできるよう努めてまいります。​



​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​

​ご要望等​ ​路上駐車を避けるために車道にでないよう、促してもらいたい。​
​苦情対応をお願いしたことがないので不明。​

​事業所からの回答​ ​送迎時の導線や待機場所について改めて周知し、安全に配慮した環境づくりに努めてまいりま​
​す。​

​ご要望等​ ​アプリに細かく記入しフィードバックしていただいているのは助かります。​

​事業所からの回答​ ​今後も、お子さまのご様子や成長の過程を丁寧にお伝えするとともに、ご家庭での関わりの参​
​考になるような内容を意識して発信してまいります。​



​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​

​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​

​ご要望等​ ​マニュアルが手元には無い。​
​記憶が定かではありません。​

​事業所からの回答​ ​当施設では緊急時の対応マニュアルを整備しておりますが、今後は内容を改めて分かりやすく​
​お伝えできるよう、資料の配布やご案内の方法について見直してまいります。​



​ご要望等​ ​聞いた事が無い。​
​災害があったときの教室以外の避難場所(市役所など？)決め事があると安心します。​

​事業所からの回答​
​当施設では、安全確保の観点から越ケ谷小学校を避難場所に設定し、災害を想定した訓練を実​
​施しておりますが、その内容や実施状況についての発信が不足しておりました。今後は、訓練​
​の実施内容等を分かりやすくお伝えできるよう改善してまいります。​

​ご要望等​ ​気持ちの切り替えが難しい特性があるためどちらともいえない。​

​事業所からの回答​ ​引き続き、お子さまが安心して過ごせるよう努め、お子さま一人ひとりの特性を大切にしなが​
​ら、無理のない形で気持ちの切り替えができるよう支援を行っていきます。​

​ご要望等​ ​無し​

​事業所からの回答​ ​ー​



​令和7年度　放課後等デイサービス自己評価表について​
​（会議実施日：令和8年3月27日）​

​事業所による自己評価と保護者等による評価の分析​

​【共通点】​
​・建物にバリアフリー設備が十分に備わっ​
​ていない。​
​・避難時対応マニュアルの共有が十分にな​
​されていない。​

​【相違点】​
​・支援方針やアドバイスの共有がもっと欲​
​しい。​
​・学童等の他施設との連携や保護者会等の​
​実施について、多くの保護者が必要性を感​
​じていない。​
​・療育活動が固定化される傾向にある。​

​事業所の改善への取り組み​

​〇建物のバリアフリー設備については、構造上の不備を職員がきめ細かな補助を行い対応​
​していく。​

​〇災害時の対応マニュアルの共有については、十分ではないとのご指摘を真摯に受け止​
​め、安全・安心に関わる重要な点としてマニュアルの周知方法の改善に取り組んでいく。​

​〇支援方針や日々の関わりに関するアドバイスの共有をより充実させて欲しいとの意見を​
​踏まえ、今後は、日々のやり取りや記録に加え、支援の意図やご家庭で活かせる関わり方​
​について、より分かりやすくお伝えできるよう努めていく。​

​〇学童等の他施設との連携や保護者会の実施については、多くの保護者の皆さまが現時点​
​で必要性を強く感じておられないという結果が出ていることから、実施の実現や頻度につ​
​いて慎重に検討していく。​

​〇療育活動が固定化してしまう傾向については、活動内容の幅を広げ、お子さま一人ひと​
​りの発達や興味に応じた柔軟なプログラムとなるよう見直しを図っていく。​

​ーーーーーー自己評価を行って、事業所としての感想などーーーーーー​

​保護者の皆様​
​アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。​
​GRIT越谷教室は、おかげさまで開所から5年を迎えることができました。皆様のお力添え​
​により、日々安心して支援を行うことができております。​
​新年度以降も、学校休業日の全体活動などを通して、お子さま同士が楽しく関わる機会を​
​増やせるよう、さまざまな活動を取り入れてまいります。​
​また、保護者の皆様と密に連携を図りながら、一人ひとりの状態に応じた学習ニーズに丁​
​寧に対応してまいります。​
​今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。​


